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岩
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さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
め
に
電

力
シ
ス
テ
ム
全
体
で
必
要
な
こ
と
は

何
で
す
か
。

平
岩　
大
量
の
変
動
性
再
エ
ネ
を
電

力
シ
ス
テ
ム
に
受
け
入
れ
、
安
定
運

用
す
る
た
め
に
は
、
電
源
や
需
要
も

含
め
た
電
力
シ
ス
テ
ム
全
体
を
俯ふ

か
ん瞰

し
た
合
理
的
か
つ
計
画
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
設
備
形
成
と
運
用
技
術
、

お
よ
び
制
度
設
計
が
肝
要
で
す
。

志
賀　
具
体
的
に
は
ど
ん
な
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
ま
す
か
。

平
岩　
変
動
性
再
エ
ネ
の
出
力
変
動

や
予
測
誤
差
に
対
応
す
る
調
整
力
を

確
保
し
、
運
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

電
源
や
需
要
対
策
、長
周
期
の
蓄
電
・

蓄
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
kW
時
面
で
の
燃

料
調
達
の
柔
軟
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
他
国
と
送
電
線
や
ガ
ス
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
わ

が
国
は
、
供
給
力
と
調
整
力
、
系
統

安
定
化
に
必
要
な
慣
性
力
な
ど
の
確

保
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
点
で

も
火
力
発
電
の
役
割
は
大
き
く
、
各

機
能
の
価
値
を
市
場
や
制
度
で
適
切

に
評
価
し
、
必
要
容
量
を
確
保
す
る

ン
）、Ｇ
Ｘ
の
進
展
に
よ
る
経
済
成
長
、 

産
業
競
争
力
強
化
の
実
現
と
Ｃ
Ｎ
に

向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
密
接
に

関
係
し
ま
す
。

投
資
へ
の
手
当
て
必
要 

再
エ
ネ
運
用
の
合
理
化
を

志
賀　
電
源
構
成
の
点
で
は
ど
う
で

す
か
。

平
岩　
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
寄

与
す
る
脱
炭
素
電
源
と
し
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
子
力
発
電
を

最
大
限
活
用
す
る
こ
と
を
明
記
し
、

二
項
対
立
か
ら
脱
却
し
た
点
と
、
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
の
Ｌ
Ｎ

Ｇ
火
力
の
重
要
性
を
化
石
燃
料
確
保

の
必
要
性
と
合
わ
せ
て
強
調
し
た
点

は
、
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
重
要
性
を

再
認
識
し
た
も
の
と
し
て
意
義
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

志
賀　
再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化
に
向

け
て
、
統
合
コ
ス
ト
と
い
う
概
念
も

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
ね
。

平
岩　
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査

会
（
経
済
産
業
相
の
諮
問
機
関
）
発

電
コ
ス
ト
検
証
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー 

プ
の
電
源
コ
ス
ト
試
算
を
踏
ま
え
、

調
整
力
確
保
な
ど
変
動
性
再
エ
ネ
を

電
力
シ
ス
テ
ム
に
受
け
入
れ
る
た
め

に
必
要
な
統
合
コ
ス
ト
の
一
部
を
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
検
討
に
お

い
て
算
定
し
評
価
し
て
い
る
点
は
、

国
民
負
担
を
極
力
抑
え
、
合
理
的
な

供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て

い
る
も
の
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

志
賀　
洋
上
風
力
は
Ｃ
Ｎ
実
現
に
向

け
た
切
り
札
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

開
発
コ
ス
ト
の
上
昇
な
ど
で
先
行
き

は
不
透
明
で
す
。

平
岩　
物
価
上
昇
と
日
本
近
海
で
の

施
工
環
境
な
ど
か
ら
、
開
発
コ
ス
ト

と
建
設
の
動
向
を
注
視
し
て
い
ま
す
。

再
エ
ネ
が
集
積
す
る
地
域
に
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
需
要
を
立
地
誘
導

す
る
こ
と
で
、
系
統
設
備
の
稼
働
率

を
高
め
規
模
を
適
正
化
す
る
と
い
う

考
え
が
現
実
的
に
な
る
中
で
、
電
力

広
域
的
運
営
推
進
機
関
で
広
域
連
系

系
統
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
見
直
し
の 

要
否
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

重
要
な
動
き
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

志
賀　
エ
ネ
基
で
は
Ｓ
＋
３
Ｅ
（
安

全
性
、
安
定
供
給
、
経
済
効
率
性
、

環
境
適
合
性
）
の
重
要
性
が
再
確
認

志
賀　
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
全
体

的
な
評
価
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

平
岩　
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
を
背

景
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
重
要

性
が
高
ま
る
一
方
で
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
伴
う
電
力
需
要
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
国

内
外
の
情
勢
変
化
を
踏
ま
え
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
に
向

け
た
野
心
的
目
標
を
掲
げ
つ
つ
も
、

安
定
供
給
を
第
一
と
し
、
現
実
的
な

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
（
移
行
）
の
重
要

性
を
示
す
な
ど
、
現
実
的
な
計
画
で

あ
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

志
賀　
２
０
４
０
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
給
見
通
し
で
は
複
数
シ
ナ
リ
オ

が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

平
岩　
革
新
的
技
術
の
不
透
明
性
を

念
頭
に
リ
ス
ク
ケ
ー
ス
へ
の
備
え
の

必
要
性
を
示
し
た
こ
と
は
、
安
定
供

給
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
て
い
る

表
れ
で
し
ょ
う
。
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
２ 

０
４
０
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
一
体
性
が
強

調
さ
れ
た
点
も
重
要
で
す
。Ｄ
Ｘ（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
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必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
変
動
性
再
エ
ネ
や
蓄
電
池
な

ど
の
非
同
期
電
源
の
大
量
導
入
に
際

し
、
火
力
発
電
な
ど
の
同
期
電
源
が

提
供
し
て
き
た
慣
性
力
や
同
期
化
力

な
ど
の
系
統
安
定
化
機
能
の
技
術
開

発
と
検
証
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

志
賀　
需
要
側
の
取
り
組
み
も
重
要

で
す
。

平
岩　
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
な
ど
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
の
昼
間
シ
フ
ト
な
ど
で
需
要

側
の
柔
軟
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
蓄
エ
ネ
機

器
の
性
能
向
上
と
低
コ
ス
ト
化
や
、

新
し
い
料
金
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｎ
実
現
に
向

け
て
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
産
業

プ
ロ
セ
ス
の
電
化
や
、
将
来
的
に
余

剰
電
力
を
活
用
し
た
水
電
気
分
解
に

よ
る
水
素
製
造
な
ど
で
の
電
力
需
要

の
創
出
は
、
再
エ
ネ
出
力
抑
制
を
極

力
回
避
す
る
観
点
か
ら
も
有
効
で
す
。

自
由
化
の
課
題
克
服
へ 

国
情
に
合
っ
た
制
度
を

志
賀　
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
検
証

結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
２

月
に
は
電
力
・
ガ
ス
基
本
政
策
小
委

員
会
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
有
識
者
の

一
人
と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
が
、

結
果
を
ど
う
見
ま
す
か
。

平
岩　
安
定
供
給
を
確
保
し
、
電
源

の
脱
炭
素
化
を
進
め
、
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
も
高
め
る
た
め
、
必
要
な
供
給
力

と
調
整
力
な
ど
を
確
保
し
、
次
世
代

電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

そ
の
た
め
に
は
電
源
と
送
配
電
の
双

方
の
投
資
を
促
す
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
電
力
自
由
化
に
加
え
、
再
エ
ネ

の
大
量
導
入
に
よ
り
火
力
発
電
の
稼

働
率
が
低
下
す
る
中
で
こ
れ
を
進
め

る
に
は
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
補
う

措
置
が
別
途
必
要
と
い
う
点
で
委
員

や
有
識
者
の
考
え
は
お
お
む
ね
一
致

し
て
い
ま
し
た
。

　

わ
が
国
に
先
行
し
て
電
力
自
由
化

を
進
め
た
欧
米
で
も
、
市
場
競
争
と

事
業
環
境
の
変
化
の
中
で
供
給
力
不

足
に
陥
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
総
括
原
価

的
な
制
度
の
導
入
な
ど
新
た
な
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
も

欧
米
の
事
例
な
ど
か
ら
学
び
つ
つ
、

国
情
に
合
っ
た
持
続
可
能
な
電
力
シ

ス
テ
ム
の
あ
り
方
を
不
断
に
検
証
し
、

問
題
が
生
じ
た
場
合
は
速
や
か
に
修

正
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

電
源
や
送
配
電
の
投
資
は
、
巨
額

の
初
期
投
資
と
長
期
の
建
設
リ
ー
ド

タ
イ
ム
、
投
資
回
収
期
間
を
要
し
、

費
用
の
上
振
れ
リ
ス
ク
な
ど
も
今
後

想
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
中
で
必
要
な
投
資
を
進
め
る
に

は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
面
に
も
考
慮
し

た
投
資
回
収
の
予
見
性
と
、
最
終
的

に
費
用
を
負
担
す
る
国
民
の
理
解
が

不
可
欠
で
す
。
ま
た
電
力
産
業
の
現

場
力
維
持
の
た
め
、
人
材
の
確
保
と

定
着
に
向
け
た
人
へ
の
投
資
も
非
常

に
重
要
で
す
。

志
賀　
エ
ネ
基
で
う
た
わ
れ
た
原
子

力
の
最
大
限
活
用
に
向
け
て
、
電
中

研
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

平
岩　
①
再
稼
働
対
応
、
②
長
期
運

転
、
③
次
世
代
革
新
炉
│
と
い
う

三
つ
の
テ
ー
マ
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
再
稼
働
対
応
で
は
新
規
制
基
準

適
合
性
審
査
で
論
点
と
な
る
断
層
の

活
動
性
に
つ
い
て
、
我
孫
子
地
区
の

研
究
者
ら
が
ヘ
リ
カ
ル
Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
や

透
過
型
電
子
顕
微
鏡
な
ど
を
用
い
た

ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
の
観
察
結
果
に
基

づ
く
評
価
を
行
い
、
電
気
事
業
者
の

規
制
対
応
を
側
面
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

長
期
運
転
へ
の
貢
献
で
は
、
透
過

型
電
子
顕
微
鏡
や
、
材
料
の
組
成
な
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計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
必
要
な

炉
心
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
解
析
技
術
や

モ
デ
ル
の
整
備
、
浮
体
式
や
地
下
立

地
の
技
術
的
成
立
性
の
確
認
な
ど
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
革
新
軽
水

炉
の
早
期
導
入
に
向
け
て
は
、
欧
米

で
の
審
査
の
論
点
や
規
制
の
近
代
化
、

安
全
評
価
手
法
の
高
度
化
の
動
向
な

ど
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

５
年
ぶ
り
に
中
計
策
定 

七
つ
の
目
標
を
設
定

志
賀　
昨
年
、
新
た
に
中
期
経
営
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
ね
。

平
岩　
前
回
計
画
策
定
時
に
は
想
定

で
き
な
か
っ
た
社
会
や
電
気
事
業
を

取
り
巻
く
大
き
な
情
勢
変
化
を
受
け
、

５
年
ぶ
り
に
策
定
し
ま
し
た
。
研
究

成
果
の
社
会
実
装
や
情
報
発
信
の
重

要
性
も
示
し
て
い
ま
す
。

　

当
所
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
果
た
す
べ

き
使
命
）、
ビ
ジ
ョ
ン
（
あ
り
た
い

姿
）、
バ
リ
ュ
ー
（
大
切
に
す
る
価

値
観
）
を
再
定
義
し
、
50
年
に
日
本

が
あ
り
た
い
姿
と
し
て
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
支
え
る
安
全

で
豊
か
な
社
会
」
を
掲
げ
、
そ
れ
を

ど
を
原
子
レ
ベ
ル
で
三
次
元
的
に
解

析
す
る
「
ア
ト
ム
プ
ロ
ー
ブ
ト
モ
グ

ラ
フ
ィ
」
と
い
う
装
置
を
用
い
て
、

中
性
子
照
射
し
た
材
料
の
組
織
変
化

を
ナ
ノ
レ
ベ
ル
で
検
証
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
原
子
炉
圧
力
容
器
内
に
装
荷

さ
れ
て
い
る
脆
化
量
測
定
用
の
試
験

片
の
有
効
活
用
を
目
的
と
し
た
、
超

小
型
試
験
片
を
用
い
た
脆
化
評
価
法

の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

次
世
代
革
新
炉
に
つ
い
て
は
、
導

入
に
向
け
て
解
決
す
べ
き
安
全
性
の

確
認
や
、
経
済
性
評
価
に
活
用
す
る

実
現
す
る
た
め
の
七
つ
の
目
標
を
設

定
し
ま
し
た
。
こ
の
目
標
に
向
け
て
、

15
の
「
２
０
３
５
年
に
向
け
た
研
究

開
発
の
道
筋
」
と
「
各
道
筋
に
お
け

る
取
組
内
容
」
を
取
り
ま
と
め
、
こ

の
道
筋
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
る
た

め
の
今
後
５
年
間
の
事
業
運
営
の
基

本
と
な
る
指
針
を
定
め
ま
し
た
。
社

会
実
装
も
想
定
し
た
外
部
機
関
と
の

連
携
と
そ
の
た
め
の
接
点
拡
大
に
は
、

当
所
の
存
在
価
値
や
研
究
の
方
向
性

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

と
の
考
え
か
ら
、
今
回
か
ら
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
な
ど
で
概
要
を
公
開
し
て
い

ま
す
。

志
賀
「
２
０
３
５
年
に
向
け
た
研
究

開
発
の
道
筋
」
の
代
表
的
な
取
り
組

み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

平
岩　
七
つ
の
目
標
の
一
つ
で
あ
る

「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
火
力
の
実
現
」

に
向
け
て
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の

自
然
発
熱
現
象
の
解
明
や
発
熱
監
視

技
術
の
開
発
、
ア
ン
モ
ニ
ア
混
焼
導

入
時
の
腐
食
環
境
評
価
手
法
の
開
発
、

Ｃ
Ｏ
２
分
離
回
収
技
術
導
入
時
の
シ

ス
テ
ム
性
能
（
発
電
出
力
、
熱
効
率
、

Ｃ
Ｏ
２
回
収
量
）
や
運
用
性
（
負
荷

追
従
性
、
部
分
負
荷
性
能
）
評
価
手

法
の
開
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

志
賀　
系
統
に
関
わ
る
研
究
開
発
は

い
か
が
で
す
か
。

平
岩
「
広
域
連
系
系
統
の
強
化
と
安

定
運
用
」
に
向
け
て
は
、
合
理
的
な

需
給
や
系
統
利
用
を
実
現
す
る
た
め

に
、
広
域
Ｌ
Ｆ
Ｃ
（
負
荷
周
波
数
制

御
）
手
法
や
発
電
機
起
動
停
止
計
画

策
定
機
能
の
開
発
、
発
電
機
指
令
用

通
信
仕
様
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
発
電
機
起
動
停
止
計
画
に
つ

い
て
は
、
国
の
「
同
時
市
場
の
在
り

方
等
に
関
す
る
検
討
会
」
で
の
同
時

市
場
に
お
け
る
電
源
起
動
・
出
力
配

分
ロ
ジ
ッ
ク
の
技
術
検
証
に
お
い
て
、

最
適
化
ロ
ジ
ッ
ク
検
証
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
一
般
送
配
電
事
業
者
に
よ
る

次
期
中
央
給
電
指
令
所
シ
ス
テ
ム
の

共
同
開
発
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ
リ
ッ

ド
の
実
現
」
に
向
け
て
は
、
地
域
に

お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
関
連
情
報
の

取
引
、
サ
ー
ビ
ス
を
柔
軟
に
提
供
す

る
技
術
を
実
現
す
べ
く
、Ｄ
Ｅ
Ｒ（
分

散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
）
を
活
用
し
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た
次
世
代
地
域
グ
リ
ッ
ド
解
析
・
評

価
プ
ロ
グ
ラ
ム
群
の
開
発
な
ど
を
進

め
て
い
ま
す
。

国
内
外
の
機
関
と
連
携 

情
報
発
信
を
強
化

志
賀　
外
部
機
関
と
の
連
携
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

平
岩　

研
究
成
果
の
社
会
実
装
に

は
、
国
内
外
の
機
関
と
お
互
い
の
強

み
を
生
か
し
た
連
携
の
強
化
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
海
外
機
関
で

は
、Ｅ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
（
米
国
電
力
研
究
所
）、

Ｅ
Ｄ
Ｆ
（
フ
ラ
ン
ス
電
力
）、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
／
Ｎ
Ｅ
Ａ
（
経
済
協
力
開
発
機

構
／
原
子
力
機
関
）
な
ど
と
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
や
研
究
者
の
交
流
、
包
括
的

研
究
協
力
協
定
締
結
な
ど
に
よ
り
、

連
携
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

当
所
は
電
気
事
業
の
産
業
研
究
機

関
と
し
て
電
力
会
社
と
の
連
携
を
主

と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
成

果
の
提
供
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
将

来
、
電
力
シ
ス
テ
ム
に
多
く
の
Ｄ
Ｅ

Ｒ
が
接
続
さ
れ
、
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー

な
ど
多
様
な
事
業
者
が
需
給
調
整
に

関
与
し
、
安
定
供
給
を
維
持
す
る
重

要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
ル

ー
ル
を
守
り
、
広
域
機
関
や
送
配
電

事
業
者
と
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
関
係
者
の
相

互
理
解
へ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
昨
年
、

電
力
会
社
以
外
の
多
様
な
事
業
者
や

学
識
者
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
Ｄ
Ｅ

Ｒ
の
活
用
と
グ
リ
ッ
ド
の
最
新
技
術

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
２
回
開
催
し
、

有
意
義
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

志
賀　
理
事
長
が
就
任
し
て
か
ら
は
、

を
担
う
世
代
を
含
め
幅
広
い
層
に

向
け
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
な
ど
を
積

極
的
に
活
用
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ

ー
と
も
連
携
し
て
効
果
的
な
情
報
発

信
に
努
め
て
い
ま
す
。
昨
年
秋
の
横

須
賀
地
区
の
研
究
所
公
開
で
は
、
人

気
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
が
属
す
る

「Q
uizKnock

（
ク
イ
ズ
ノ
ッ
ク
）」

と
コ
ラ
ボ
し
、
地
元
の
小
中
学
生
を

中
心
に
ク
イ
ズ
形
式
で
電
気
を
学
べ

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
そ
の
様
子

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信
し
ま
し
た
。

志
賀　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年

は
創
設
者
で
あ
る
松
永
安
左
エ
門
の

生
誕
１
５
０
年
だ
そ
う
で
す
ね
。

平
岩　
松
永
翁
の
「
産
業
研
究
は
知

徳
の
練
磨
で
あ
り
、
も
っ
て
社
会
に

貢
献
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
理
念

は
電
中
研
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
端
的
に

表
わ
し
て
い
ま
す
。
当
所
は
こ
の
理

念
を
受
け
継
ぎ
、
物
事
の
理
の
究
明

に
誠
実
に
取
り
組
み
、
電
気
事
業
と

そ
の
先
に
あ
る
社
会
に
常
に
思
い
を

い
た
し
、
研
究
成
果
を
創
出
し
、
社

会
実
装
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

志
賀　
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

穏やかなまなざしで第 7次エネ基の評価を語 

るが、系統畑を歩んできただけに、安定供給実
現への調整力や慣性力確保に対する冷静な分析
が光る。電力を取り巻く環境が激変する中で力
を入れるのは、外部機関との連携と情報発信だ。
多様な事業者が需給調整に参加し、エネルギー
への関心が高まる中で、科学的で客観的な分析
を強みとする電中研の重要性は増している。

インフルエンサーとコラボしたイベントを開催

情
報
発
信
に
も
一
段
と

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

平
岩　
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

電
力
シ
ス
テ
ム
へ
の
関

心
が
高
ま
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
多
く
の
人
が
自

分
の
考
え
や
情
報
を
発

信
す
る
中
で
、
当
所
が

学
術
研
究
機
関
と
し
て

科
学
的
客
観
性
に
基
づ

く
情
報
を
分
か
り
や
す

く
発
信
す
る
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
そ
こ
で
次
世
代
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